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1. 一般要件

1.1 国民体育大会ウインドサーフィン級は､一人乗りのクラスとする､

12 国民体育大会ウインドサーフィン級のオｰソリティｰは公益財団法人日本セーリング連盟(以下JＳAＦ)で
ある｡

1.3 本規則の解釈はJＳＡＦによってなされなければならない｡

1.4 本規則に関して､JＳＡＦあるいはその代表は､いかなる法的責任あるいは義務を負うものではない｡

1.5 本規則に述べられている機能は､都道府県ヨット・セーリング連盟､あるいはJＳＡＦ.によって承認さ

れた各地方 水域協会及び連盟により遂行される。

1.6 広告に関しては、World Sailing 広告規程に従うこととする｡

1.7  ボード及びセール等については一般的に市販されているもので、特注品は認めない。

2. レースの参加資格

2.1 国民体育大会(あるいはリハｰサル大会)セーリング競技実施要項にある､参加資格､所属都道府県及び

選手 の年齢基準に準ずるものとする｡

2.2 参加艇は本規則に適合している艇とし､この規則に違反することがないようにすることは参加者の責任
である｡

2.3  都道府県予選、ブロック予選及び国民体育大会に参加するには年度登録をし、登録シールを貼りつけ

なけれ ばならない。　この項目削除

3. 計測

3.1 計測規則適用決定の基本的手順は国民体育大会(あるいはリハｰサル大会)実施要項及び帆走指示書に準

ずる.

3.2 計測はJＳＡＦにより公式に承認されたメジャラｰによってのみされるものとする｡

3.3 すべてのセｰルとボｰドに関して､公式メジャラｰによる検査結果を維持且つ保証する責任が課せられる｡

3.4 計測器具はJIS1級 認定品とし､メｰトル法表示とする｡

3.5 識別番号

3.5.1 参加艇のセｰルには､国民体育大会実施要項で定める県名と県番号を付けるものとする。

3.5.2 セｰル文字及び番号は単色でなければならず､明確に識別できるものとする｡

4. 建造規則

4.1 ボｰド

4.1.1 本規則においてフェア･デッキラインとは､デッキ横断面の最も高い部分を通るデッキの先端部と後

端部を結 ぷラインを意味し､部分的な変形(起伏)は無視する｡ このラインはボｰドのセンタｰラインで

ある必要はない｡

4.1.2 本規則においてフェア･アンダｰサイドとは､ハル横断面の最も低い部分を通るハル先端部と後端部を

結ぶラ インを意味し､部分的な変形(起伏)は無視する｡ フェア･アンダｰサイドはセンタｰライン上に

ある必要はない｡
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4.1.3 全ての計測は部分的な変形(起伏)を無視する｡

4.1.4 全長は２,７００mm以上, ３,1００mm以内でなくてはならない｡

4.1.5 最大ビｰムは１,００５mm以内でなくてはならない｡

4.1.6 フェア･デッキラインからフェア･アンダｰサイドを計った厚さは､どの断面においても１９０mm以

内でなくてはな らない｡

4.1.7 乗員又はリグを除いた完全装備のボｰドを､上向きの帆走状態に浮かべた場合に､ボｰドの縦方向に分

割す る隙間が見られるようであってはならない｡
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4.1.8 もし､ボｰドが全体にフォｰムが充填されていない場合､所有者はボｰド構造上で100リットル以上のク

ロｰズド･ セル･フォｰム又は発泡ポリスチレン浮揚物質が含まれていることを証明しなければならな

い｡

4.1.9 ボードは、しっかり乾燥させた状態においてフィン､センタｰボｰド及びその他の部品(フットストラッ

プ、マストキ ャリエッジ、コンパス)を付けたボｰドの重最は､１４ Ｋｇ以上でなくてはならない。１

４ Ｋｇに満たないために､補 正重量を積む場合は､それが恒久的に固定したものであると認められる必

要がある｡

4.1.10 もし､バウの半径が15mm以下で、適切にゴムで保護されていない場合は､安全性を理由に拒否され

ること もある｡

4.1.11  修理は、その修理が基本的な形状、特性または本来の機能に影響を及ぼさない方法で行うことが

できる。 ただし、ボードの改造は認めない。

4.2 センタｰボｰド

4.2.1 センタｰボｰドの深さ(長さ)は､ボｰドのフェア･アンダｰサイドまで垂直に計り８５０㎜を越えてはなら
ない｡

4.3 フィン

4.3.1 フィンの深さ(長さ)は､ボｰドのフェア･アンダｰサイドまで垂直に計り７００mmを超えてはならない｡

4.3.2 フィンはスタｰンから７００mm以内になくてはならない｡もし､フィンを2枚取り寸ける場合は､ス

タｰンから等距 離になくてはならない｡

4.3.3 コントロｰルラインやその他の方法による遠隔的なフィンの調整は禁止であり､フィンはデッキに

突き出てい てはならない｡

4.4 マスト

4.4.1 マストの長さは最先端からマストフットのフェア･デッキラインまで計って５，３００mmを越え

てはならない。 マストの高さに影響を及ぼす様なデッキに部分的な起伏がある場合は､その起伏部

分はマストの長さに含 れるものとする｡

4.4.2 マストは､マスト軸に対して垂直な断面において､円形で均等な肉厚でなければならない｡曲線(曲げた

時の力 一プ)は､全ての方向において均等でなければならない｡先細のマストは許可される｡前もって曲

げられたマス トは禁止する｡

4.4.3 マストとボｰドの間にあるジョイントとダウンホｰル器具の構造は任意であるが､マストの角度はデッ

キのシアｰ がこれを妨げない限り､垂直にどの方向にも少なくとも90度に傾斜可能でなければならな

い｡

4.5 ブｰム

4.5.1 ブｰムの寸法は任意である｡

4.6 器具やコントロｰルライン

4.6.1 アウトホｰル､ダウンホｰル､キッカｰ(ブｰム･バンク)又はトッピングリフト以外にマストの傾斜を制御す
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るライン

(索)や器具を使用してはならない｡

4.6.2 ブｰムにはハｰネスのアタッチメントを取り付けることができ､それは調節可能なものであっても良い｡
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MIN 2700mm MAX 3100mm

5. セｰル
5.1 セｰルは本規則に従って計測された８.０㎡以内の面積のものとする｡

5.2 セｰルは繊維やその生地の性質を痛めることなく､どの方向にも折り畳める柔軟性のある素材で出来て

いなけ ればならない｡

5.3 バデンの数と長さは任意である｡

5.4 マストポケットはタック計測点の上方300mm以内､あるいは計測点を越えて延ばされていなければ

ならない｡ マストポケットの幅は任意である｡

5.5 タック計測点(Y点)は､セｰルの形状によって下記の2つの内、いずれかに当てはまるかを判断する｡

(a)もし､マストポケットがセｰルフットとの交点もしくはセｰルフットの延長線より下に伸びている場

合､Y点は､マ ストポケットの後縁とセｰルフットもしくはセｰルフットの延長線との交点の反対側

に位置するマストポケット 前縁の1点とし､マストポケット前縁に対して直角に計測されるものと

する｡

(b)マストポケットが､(a)に記されたようなものでない場合､Y点は､図表(図2)にある90｡型板(テンプレｰ

ト)の角に よって確定させる｡

型板はマストポケットのリｰディング端と450mmのアｰム(辺)が一直線になるように配置し､セｰルのフッ

トが型板 の250mmアｰム(辺)に触れ､セｰルのどの部分も250mmアｰムの延長線より下にならないようにす

る｡

5.6 クリュｰ計測点(Z点)は､フット又はその延長線がリｰチ又はその延長線と交差する点である｡

5.7 ヘッド計測点(X点)は､セｰル幅がマストポケットの前端から垂直に計って150mmとなるマストポケッ
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トの前端上 の最も高い地点（図 3）とする｡  このようにしてヘッドが見つけられないセールについて

は、マストポケ ットの前端の延長上に対して直角に計った最も高い地点（図 4）とする。
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5.8 ヘッドボｰドは禁じられる  ｡

5.9 クリュｰボｰドは使用が許される｡

5.10 バデン及びキャンバｰ･インデュｰサｰは､計測の際に取り外してはならない｡

5.11 セｰル面積は次の手順で計測する(以下､図1参照)｡

5.11.1 X点とY点､又はそれらの点にできる限り近い地点の間に充分な張力を与え､2点を結ぶ線に対し垂直

なしわ がないようにして､X点からY点の長さを計り､これをラフの長さ ａ とする｡

5.11.2 張力を保ちながらセｰルにチョｰクでX点とY点を結ぶ真っ直ぐな線を引く｡ 張力を外して､チョｰク

の線からラフポケットの前端に対し､最大垂直距離を ｄ として計る｡必要に応じ､部 分的な変形

も投影する(変形個所をならす)｡

5.11.3   Z点とY点､又はそれらの点に出来る限り近い地点の間に充分な張力を与え､2点を結ぶ線に対し垂

直なし わが出来ない様にし､Z点からY点の長さを計り､これをフットの長さ c とする｡

5.11.4 張力を保ちながらセｰルにチョｰクでZ点とY点を結ぶ真っ直ぐな線を引く｡ 張力を外して､チョｰクの

線からセｰルの端までの面積を台形､三角形や弧(弓形)に分割して､それぞれの面 積を計りながら計測

する｡ この計測のための面積計算では､弧(弓形)の面積を弦と弦からの最大垂直距離を掛け合わせた

積の2/3と みなす｡ この面積をフット面積と呼ぶ｡

5.11.5   Z点とX点､又はできるだけそれらに近い地点の間に充分な張力を与え､2点を結ぶ線に対し垂直な

しわが できない様にし､Z点からX点の長さを計り､これをリｰチの長さ ｂ とする｡

5.11.6 張力を保ちながら､セｰルにZ点からX点に向け真っ直ぐな線を引く｡ 規則5.11.4に記された手順を

用いてこのチョｰクの線からセｰルの端までの面積を割り出し､これをリｰチ面 積とする｡

5.11.7   Z点からX点とY点を結ぶチョｰクの線に対し､垂直に計った距離を e とする｡

5.11.8 セｰル面積は以下のように計算する｡

a×e／2＋a×d×2／３＋フット面積＋リｰチ面積

5.11.9 タックとクリュｰに複数のアタッチメント･ポジションを設置してもよい｡どの様なリｰフィング･シ

ステムでも､計 測の際には完全に伸ばすことができなければならない｡
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図4 

90°  
X点

6. 乗員
乗員は一名でなければならない｡

7. 装具の制限

7.1 国民体育大会期間(あるいはリハｰサル大会)を通じて２枚のセｰルの使用を認める｡ ボｰドは､レｰス

委員会の承認を得ることなく大会期間を通じて､どのような方法においても交換できない｡

7.1.1 大会期間中に使用するボｰド､セｰル､センタｰボｰドに関しては､全て事前に計測及び登録をしなけれ

ばなら ない｡

7.1.2 レｰスの間を通じては､1枚のセｰルのみが使用されなければならない｡

7.2 ハｰネスは許可する｡

7.3 風向計及びテルテｰルは許可する｡

7.4 コンパスは許可する｡

7.5 ウェイト･ジャケットは禁止する｡

8. ライフ･ジャケット

国民体育大会(あるいはリハｰサル大会) の実施要項に準ず
る｡

9.広告

9.1  国民体育大会（あるいはリハーサル大会）の実施要項に準ずる。

9.2  各クラス協会等の登録用ステッカｰあるいはシｰル等の貼付は許される｡
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主要項目 国民体育大会ウインドサーフィン級規則抜粋

ボ 
ー 
ド

1.全長 ２,７００ｍｍ～３,1００ｍｍ

2.最大幅 １,００５ｍｍ以内

3.最大厚 １９０mm以内

4.重量
フィン､センタｰボｰド､フットストラップ､マストキャリッジ､
コンパスを含 み１４Ｋｇ以上｡

5.センタｰボｰ
ド

センタｰボｰドの長さは､フェア･アンダｰサイドより８５０mm
以内｡

6.フィン
フィンの長さは､フェア･アンダｰサイドより７００
mm以内｡ スターンからフィンまでの長さは７００
mm以内。

7.マスト
マストの長さは､フェア･デッキラインより５,３００mmを越
えてはならな い。同一厚｡

8.ブｰム ブｰムの長さは任意とする。

9.セｰル セｰルエリアは8.0㎡以内

10.認識番号 国民体育大会実施要項で定める県名･県番号を貼付する｡

11.使用用具
の 数量規
制

大会期間中は､1艇のボｰドに２枚のセｰルの使用を許可する｡ た
だし､レｰスの間を通じては､1枚のセｰルのみが使用されていな
け ればならない。(レｰス中の交換は､認められない。)


